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D斑Åを用いた生産関数の推定～リストラクチャリングヘの適用…  
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1．はじめに   

現在，日本の産業は，製品の成熟化・消費者ニーズの多  

様化・グローバル化などによって著しく変化している．加え  

て，バブル経済が崩壊し深刻な平成不況に陥っている．企業  

はこれらの状況に対応する必要があり，リストラクチャリ  

ング（リストラ）は有効な手段となる．リストラの計画に  

あたっては，まず最初に，リストラによる経営資源の削減  

または（M＆A等による）追加投入資源調達費用に見合っ  

た効果が期待できるかどうかを検討しなければならない．   

本研究では，DEAの考え方に基づいて，リストラによっ  

て期待される企業の便益を推定することを目白勺とする．こ  

れは，当該産業の投入経営資源（入力）と便益（出力）の  

関係を明らかにし（生産関数の推定），その関係をリスト  

ラ後の経営資源に当てはめることにより推定できると思わ  

れる．  

2．生産関数の推定   

誤差項を考慮した確率的生産フロンティア（stochastic  

productionfrontiers）は，一般に  
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ただし，〉のついた変数は対数変換されていることを表し，  

↑は入力を一律に最小化する変数，α，βは規模の効率性を  

考慮する変数を表す．このモデルでは，対数座標軸上で線  

形である効率的フロンティアが，実座標軸上では指数関数  

で表され曲面になる，ということを利用している．草らに，  

（6）式の制約で規模の収穫逓減を表現している・このモデル  

では単位の影響を排除する必要があり，各人出力項目は基  

準化した値を用いる．基準化の方法については，発表時に  

数値例を用いて説明する予定である．   

さらに，E対数型DRS／：Primal】の双対問題を指数変換す  

ると以下のような EDRS′：Dual】になる．  

EDRS′：Dual】  
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で表される【21．ここで，yは出力ベクトル，∬は入力行列  

を表す．さらに，Eは誤差項を示し，測定誤差（r）と技術的  

非効率性（／J）で構成される．よって，生産関数を推定する  

には，技術的非効率性の排除が必要である．ここで，DEA  

はboundarymethodであるため，DEAを用いることによ  

り，技術的非効率性を排除することができる．また，（1）式  

をみればわかるように，一般的には多入力多出力を考えた  

生産関数ほ求めることが難しいが，多入力多出力システム  

を取り扱うことができるDEAを用いることにより，多入力  

多出力の生産関数を求めることが可能になる．さらに，よ  

り現実に近い生産関数を推定するため，効率的フロンティ  

アを曲面で表現する対数型DEAモデ叫11を応用する．  
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3．提案するモデル   

提案するモデルは，規模の収穫のタイプ（一定，逓減，逓  

増）が（当該産業の経済状況等で）既知である場合を想定  

する．本研究では規模の収穫逓減を対象として，以下のよ  
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（対数型）DRS／モデルで効率的なDMUは，   

た  
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て，以下のように（18）式を適用する．リストラ後に各人出  

力値が（ズi，…，ズ∴；均，・‥，㍍）になるとすると，リストラ  

前後の各人出力値における（18）式の比は，  
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（19）  という関係が成り立つ．ただし，∑≡川α＝1，∑雲＝1叫，α≧  

1である．ここで，（13）式は，Cobb－Douglas生産関数  

y＝A∬；∬主‾α  
（14）   

を多入力多出力に拡張したものと考えられる．さらに，∑仇  

＝1，∑町≧1より，規模の収種逓減を表している．よっ  

て，（13）式は多入力多出力かつ規模の収穫逓減型の生産関  

数に相当する．しかし，DEAで得られる（13）式の生産関数  

は，効率的な各DMUごとに得られる．したがって，効率的  

DMUを用い，一つの生産関数  

となる．ここで，宥／ズi，埠／羊はリストラによる各人出  

力値の変化率を表すので，（19）式にリストラによる各入力  

の変化率を代入することにより，リストラによる出力全体  

の変化率が推定可能になる．しかし，各出力の変化率は未  

知であるので，入力に対する各出力への影響度の推定が必  

要である．本研究では，個々の入力を非説明変数として，以  

下の回帰式を考えることで，その影響の度合を求める．  
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んは，第γ出力1単位に相当する第盲人力の量を表すの  

で，1／んは第五入力に対する第γ出力ヘの影響度を表す．  

よって，1／ん＝∂irとおくと各出力の変化率㌣／羊の比  
は以下のようになる．  

（15）  

を推定する．ただし，（13）式と同様∑明＝1，∑町≧1  

である．ここで，（15）式を村数変換すると，以下のように  

なる．  
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この比に従って・出力全体の変化率n雲＝1（紆こを配分  

する．よって，入力の変化率に対す’る各出力の変化率の推  

定が可能になる．このようにして，リストラによって期待  

できる効果が推定できる．  

（16）  

よって，生産関数（15）式の推定は，i）（村数型）DRS′モデル  

を解くことによって効率的なDMUを選択し，ii）そのDMU  

について正準相関分析を適用し，（16）式の町，γi，eを  

推定する，という手順で行う．正準相関分析は，二組の変  

数群（鬼1，…，鬼m），（ち，…，克）それぞれの合成関数V＝  

∑ニ1町釆とU＝∑≡＝1bγ乾の相関を最大にするように，  

重み係数A＝（α1，…，αふ），β＝（む1，…，毎）を決定する手法  

である．効率的DMUに正準相関分析を適用したとき，そ  

の最大相関係数値を〆とすると  

4．ぁわりに   

本研究では，当該産業の生産関数の推定方法を提案し，リ  

ストラヘの適用方法を示した．しかし，効率的なDMU（企  

業）をもとに推定を行ったので，技術的非効率性は考慮さ  

れていない．リストラによる入力の削減を考えたとき，非  

効率的な企業の出力の減少は，効率的な企業のそれよりも  

少ないものであると考えられる．よって今後の展開として，  

技術的非効率性を考慮したリストラヘの適用方法の提案が  

挙げられる．   
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（17）  

が成り立つ［3ト ここで，正準相関分析ではU，Vの期待値  

と分散がそれぞれ0，1となるように4，月を決定するの  

で，∑〆α；＝1，∑埠≧1は保証されない．よって，（17）  

式の両辺に定数をかけることにより基準化（∑〆可一→  

∑げ＝1，∑わ；→∑可≧1）し，さらに指数変換す  

ると，  
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（18）  

となる．   

ここで（18）式は，基準化した入出力項目について成り立  

つ関係であり，当該産業の生産関数を表していない．よっ  
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